
 

 

２０２６年３月１２日 
 
 

 
「フードドライブの取組み」について 
～「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」連携施策～ 

 
 

 武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２６年２月、「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」注 

参加行とともにフードドライブを実施いたしましたので、お知らせします。 

 

当行では、２０２３年よりフードドライブの取組みを開始し、「埼玉県子ども食堂  

ネットワーク」および「さいたま市子ども食堂ネットワーク」といった支援団体、    

埼玉県ほか行政や地元企業と連携・協働しながら、ワークショップや情報発信イベント

を開催するなど多彩な取組みを展開しております。 

 

今般の連携施策はこうした取組みに連なるもので、フードロス削減と地域で支え合う

持続可能な社会の実現に向けて、アライアンス参加行が連携して実施するものです。 

参加行全１０行で合計１，４５８ｋｇの食品が寄せられ、各行を通じて全国各地の  

フードバンクや社会福祉協議会などへ寄付しました。 

 

今後も当行および「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」参加行は、地域の皆さまとともに  

社会課題の解決に取組むことで、地域の持続的な発展と誰もが安心して暮らせる社会の 

実現に貢献していきます。 

 
注  千葉銀行、第四北越銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、武蔵野銀行、滋賀銀行、琉球銀行、 

群馬銀行の１０行が参加する地銀広域連携です。(https://tsubasa-al.co.jp) 
 

 

以 上 

 

 

 

報道機関からのお問い合わせ先 
総合企画部 サステナビリティ推進室 吉田 均・笠井 勇哉 

TEL（048）641‐6111（代） 
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